




Annotations of Oomiwanomushimaro's Taisakumon collected in the “Keikokushu”
LIANG Yihua
梁　奕華
In Jodai (ancient times) of Japan, under the Ritsuryo system (a legal code system which 
was introduced from China), the employment examination for government officials was held by 
the Shikibusyo. The employment examination included four subjects called Myogyo (明経 ), 
Shusai (秀才 ), Shinshi (進士 ), and Myobo (明法 ). In the examinations of Shusai and Shinshi, 
questions were given about current affairs or the creed of Confucian classics. The questions were 
called 'Sakumon' (策問 ), and the answers to the questions were called 'Taisakumon' (対策文 ).
Only a few of the taisakumon from Jodai remain in the “Keikokushu” (827), which was 
compiled by imperial command in the early Heian period. 
The taisakumon from Jodai are important texts for learning about the written expressions 
and thoughts of literati in Jodai. As a basic investigation, this paper is aimed at annotating the 






行われて以来、日本では中国から導入された律令制度の建設が次第に行われてきた。その一環として、官僚育成ための教育機関である大学寮が設置され、官吏登用の国家試験が式部省によって行われた。文武天皇大宝元年︵七〇一︶に制定・頒布された大宝律令により、官吏登用試験に明経・秀才・進士・明法の四科が設置され、その中で、秀才科と進士科の試験では、それぞれ方略策二条と時務策二条が問われている。上代の状況に則して言えば、 ﹁対 文﹂ ︵あるいは﹁対策﹂ ︶とは、秀才科と進士科 試験で課せら 問題 すなわち﹁策問﹂に対する答案文である。　
上代の対策文は極少数のみ現存しているが、そのうち二十篇ほどが
平安初頭に成立した ﹃経国集﹄ ︵八二七︶ の残巻に収録され いる。 ﹃経国集﹄は慶雲四年︵七〇七︶から、成立年の天長四年︵八二七︶に至る百二十一年間の詩 を集める日本最初の勅撰漢詩文集
0000
であるが、今
日その大部分が散逸している。現存する六巻 中 、巻二十﹁策下﹂に奈良・平安の十三人各二篇ずつの計二十六篇が収録されているが、十三人の中で、栗原年足と道守宮継という二人が平安朝人で ほかにみな上代人 ある。栗原年足と道守宮継が答える策問には 後に
編纂された﹃本朝文粋﹄ ︵巻三︶所収の平安朝の策問と同じく、策問者の官職姓名と、 ﹁天地始終﹂などのような四字の題名が表記されているが、 奈良朝の策問には策問者も題名も表記されていない。 ﹃経国集﹄を編纂する際に、奈良朝官人の 名や策題がすでに失われていたのか、あるいは、 試験がまだ平安朝ほど規範化 ず、もともと策題などがなかったのか、それらは定かではない。　﹃経国集﹄に残存している上代人の対策文は、いうまでもなく上代の文章表現または上代人 思想を知るのに重要なテキストである。その基礎調査として、本稿では﹃経国集﹄に収録された最後の一篇である大神虫麻呂の対策文につ て詳細な注釈を試みたい。　作者の大神虫麻呂については、 ﹃経国集﹄に収録されている対策文
の二篇が現存するほかは、出自経歴などいずれも未詳である。また、対策文の創作時期については、対策文の最後に記録したように、天平五年︵七三三︶の作で、聖武天皇の在位期間中である。　
この対策文の先行注釈としては、小島憲之氏の注釈が﹃国風暗黒時














































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天下は自ずから治まった。周の文王は昼過ぎまで食を取らず、広く人材を集めて、天下はやっと治まった。そもそも帝王の道はなぜ筋道が異なるか、同じはずではないか。なぜ治政の方法に労苦と安逸の差 あるのに 民が虞舜や文王 もとに集まってきたことは同じだろうか。また、もしある風俗を別 風俗 変え、悪吏を良吏に改め、人を増やし、民を富ませ、牢 空にし ければその方法はなんだろう。心を尽くして答えよ。
︵一︶ 大神虫麻呂がお答え申し上げます。ひそかに考えてみますに、は





れます。その風格は道を取って守る古代の君王よりも清 か あり、その声誉は生誕の折稲妻が北斗 枢星を巡った黄帝よりも優れています。わが天皇は、禹帝のようにさしず旗を立てて賢士を待ち、堯帝のように政を聞く衢室に坐って賢才 求めら ます。古代明君の治世のもとのように、飽食して腹鼓をしたり、壤という遊びの道具を打ったりする百
ひゃくせい
姓たちは、みやこのまちで手を打
ちながら舞い踊り、また、鼎 背負って殷の湯王に仕え 伊尹や、釣りの最中に璜玉を得て周 文王を補佐した呂望などのような天
子を補佐する多くの賢臣は、宮殿で礼法通りに細歩徐行します。そこで今、わが天皇は、周の文王が昼過ぎまで食事を取らずに治政に励んだ苦労の道を窮めて探究し、有虞氏の舜帝が衣 垂れて手をこまぬくことだけで天下を太平に治めた安逸 道を明らかにしようと思っていらっしゃいます。さら 、気風は古の帝王の治世に追いかけ、世俗は仁徳長寿の里に倣い、薪取りの如き身分の賎しい者からも広く意見 取り入れ、孤高の隠者をも謙虚に訪ねんとお考えなのです。
︵三︶ さて、思うに時には栄枯盛衰の相異があり、運には泰否吉凶の区
別があります。礼法の実施に際し繁華・質朴のいずれ 範 則るかは、時運により分かれ、また施政の緊張 弛緩 どちらを取るかは、時世によって同様ではありません。そうであるからには、乳を四つ持った文王が帝王となる機運を得たの 、徭役・兵役で度々庶民を召し出した殷の虐政を経たがゆえで、また目に瞳を二つ持った舜が帝王の系譜を継いだのは、伏犧氏と神農氏の治世の淳朴な気風に近 った次第です。舜帝 ような気風が淳朴な時には、必ず衣を垂れて手をこまねく無為の 行い、文王のように虐政を経た後の世では、国の経営 力を尽くさなければなり せん。ここで知るのは、君王は時勢 盛衰 ともにし、庶民はまた君王に従って浮沈するということです。
︵四︶ もし、舜帝の施した無為の政治を追い求め、周朝隆盛時の文王の
勤勉を尊ぶ政治を手本とし、清廉・公平の士を表彰し、礼節・謙譲の人を世に知らしめ、賢者を招く束帛で英才の士を標榜し、処刑用の棒を懸けて邪悪の徒 絶ち、また百姓に農耕を奨励し、徳義を以て彼ら 援助することが きれば、則ち、金玉ほど貴ぶべき法令はその度を過ぎることがなく、牢屋を常に空にして清潔にし、また九年間 食糧と数多の農作物を蓄え こ が きます。さらに 君臣は水と魚のように睦まじい関係を持ち 舜帝が琴弾いて﹁南風﹂を歌ったように共 太平を謳歌し、また鵲 喧しく鳴くことのない政治清明な御代 めぐり合い、みなは 上古君


































































































































































































































































































逸の同じからざれども 而るに黔黎を之れ懐輯するか﹂と訓むべきで、なぜ治政の方法に労苦と安逸の差があるの 、民を手なずけ集めることが同じくできるのだろう、という意味であ 。ただ、対句を慣用する いう当時の対策文の特徴を含めて見れば、そもそも策問者が﹁懐輯﹂を自動詞として﹁あつま ﹂ 意に誤解したと 考えられる。 ︻書き下し︼と︻現代語訳︼のと ろでは、自動詞の意を採って解釈したのである。
▽小島注では、 ﹁夫帝王之道、條貫豈異、何勞逸之不同。而黔黎之懷
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○鴻荒︱﹁鴻﹂は﹁大﹂ 、 ﹁荒﹂は﹁蒙﹂ 、大いに暗い意。未開な様子、




























































































































































































































ている。 ﹁刻石﹂を封禅として解釈したら、 ﹁迷﹂でも通じる。一般的には、上古で封禅した君王が封禅に用いた文章の内容が知られていないので、 ﹁石に刻んで封禅を行った七十二名 君王の政治上の歩みは、やはり知りがたく、人を迷わせ ﹂ という意味になる。ただし、この場合 ﹁可迷﹂ではなく、 ﹁応迷 のほうが自然であ﹁応﹂は推量を表す副詞でもあるが、 ﹁可﹂はその意味を持っていない。9根英易代し、金石変声す。
○根英易代︱﹁根英﹂について、小島氏は﹃上﹄に﹁根と花﹂と解釈



























































































































































るさまを原意として、 張協﹁七命﹂ ︵ ﹃文選﹄巻三十五︶に﹁搢紳濟濟、軒冕藹藹
00
﹂ 、李善注﹁廣雅曰、藹藹、盛也﹂とあ ように、植物以






































﹂と見える。 ﹁篆﹂は書体の名。 ﹁華﹂は美称。 ﹁義彰華篆﹂は、
義挙を美しい篆字で石碑などに刻み現わすという意。11煥焉として眼に在り、秋旻の密雲を披くが若し、粲然として観つ可し、春日の花苑 望むに似たり。
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も﹁煥焉﹂ ﹁燦然﹂と同様で、明らかさまをいう。12當今、褒を握り俗を御し、翼を履み辰を司りたまふ。
○握褒︱舜の手の中に﹁襃﹂ ︵ ﹁褒﹂の異体字︶の字の文様があったと





























































































































































































































































































レ訊也﹂ と見え、 ﹁禹鼓﹂ と似ている発想か。底本では ﹁虞﹂
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○紫陌︱京の道。 ﹁陌﹂は郊外の小道。 ﹁紫庭﹂ ﹁紫闕﹂ ﹁紫閣﹂などの
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書卷五十三 ﹁治政部下・薦挙﹂ ︶ に ﹁世之質文
00
、 隨


































































































次の﹁虐政﹂と合わせてみれば、文王が王位に就く前後、紂の治下で百姓が朝廷に召され、徭役や兵役などで苦しむという意と考えられる。 ［三］ ［神］本には﹁微﹂に作るが、 ﹁三微﹂なら文脈に通じないもので、ここでは底本に従う。

































































































































○低仰︱低いところと高いところ。 又、 高低の決まらないこ 。 潘岳 ﹁西

































さについていう場合が多いが、 この対策文では、 身のこなし方の﹁俯仰﹂に近いだろう。右﹁浮沉﹂条で挙げた用例を参照。こ 対策文では、君王は時勢とともに浮沈し、庶民はま 君王に随順して浮沈する意。
24若し能く有虞無為の化を追ひ、隆周勤己の治に則る。



























































用例は多くない。なお、底本では﹁勒﹂に作るが、文王が日昃まで食を取らずに治政 努める文脈で、 ［三］ ［神］本に従って﹁勤﹂と改めた。25廉平を表し、礼譲 宣ぶ。







































































































































































































































































































































































































































































































﹂ と見えるほか、 ﹃藝文類聚﹄ ﹁木
部上・楡﹂ ︵巻八十八︶と﹁鳥部下 鵲﹂ ︵巻九十二︶にも引用されている。それは﹁時を失うとき、君子が鵲のように飛び立つ﹂という意である。裏を返せば、 時を得ている場合、鵲は喧しく飛び立つこともしない﹂ 、すなわち君子がよ 治世にめぐり合って時を得ていることを言うことに る。これらを考え合わせ、ここでいう﹁門鵲莫喧﹂ 、口やかまし 小人輩も静かになり、君子がよ 時にめぐり合うような、政治清明の治世
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﹃国風暗黒時代の文学・上 、塙書房、一九六八年、二〇八～二一三頁。﹃国風暗黒時代の文学・補篇﹄塙書房、 二〇〇二年、 四八八～五一六頁。
三
　　
﹃論語﹄ ﹁八佾﹂による。 ﹁韶﹂は舜の音楽。舜は禅譲を受けて、無為にして天下が治ま ので、その音楽には平和の気がみなぎっており、美と善を尽くす。 ﹁武﹂は周の武王の音楽。武王は武力で天下を取ったので、その音楽には壮大 中にも殺伐の気が含まれている。善を尽くさず いうのはそのためである。文王の事業が武王によって継承され 孔子の武王に対する評価はここで文王の評価にも用いられた。つまり、文武二王 政治は舜の無為 政治ほど優れていない。
四
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